
項 ⽬ 内 容

名称 核酸 (DNA、RNA) [英]Nucleic acid [学名]-

概要 核酸は、DNAやRNAといわれる遺伝情報をもつ⾼分⼦であり、細胞増殖や成⻑に関

与する。特に傷⼝、肝臓切除あるいは免疫系に関する治療中など、体組織が成⻑し

ているような状態のもとでは核酸の必要量が⾼まる。酵⺟や鮭の⽩⼦は核酸を多く

含む。

法規・制度 ■⾷薬区分

「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に

該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・プリンまたはピリミジン塩基、ペントース、リン酸から成るヌクレオチドを基本

単位とし、リン酸が各ヌクレオチド間でジエステル結合して重合した⻑い鎖状のポ

リヌクレオチド。糖部分がリボースかデオキシリボースかによってRNAとDNAの2

種類に⼤別される。

分析法 -

有効性



ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症
・早期産児にヌクレオチドを投与すると、IgAおよびIgMレベルが上昇した

(PMID:9225341) (PMID:10475592) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT

・⽇常的に有酸素トレーニングを⾏っている男性30名 (試験群15名、平均

22.6±2.1歳、セルビア) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験におい

て、⾆下スプレーを⽤いヌクレオチド50 mg/⽇を14⽇間摂取させたところ、NK細

胞の細胞障害活性および⾎清IgA濃度の上昇、疲労困憊までの⾛⾏時間の延⻑が認

められたが、⽩⾎球数、NK細胞数、⾎清IgM濃度、IgG濃度、主観的運動強度、最

⼤⼼拍数、トレッドミルの⾛⾏スピードに影響は認められなかった

(PMID:24284618) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=9225341&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=10475592&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=24284618&dopt=Abstract
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